
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、高級脂肪酸とが該高級脂肪酸のカルボ
キシル基部分において結合する複合体であり、
　高級脂肪酸が、２－パルミトレイン酸、ペトロセリン酸、オレイン酸、エライジン酸、
リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リノレン酸、アラキドン酸、イソステア
リン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸のうちの任意の一種又は二種以上が選ばれて用い
られ、
　　両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤が、下記の一般式で表わされるもののう
ちから任意の一種又は二種以上が選ばれて用いられることを特徴とする新規複合体。　一
般式（Ａ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるアミドベタイン型両性界面活性剤、
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　一般式（Ｂ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
表されるアミドスルフォベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｃ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｄ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるスルフォベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｅ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるイミダゾリニウム型両性界面活性剤、
　一般式（Ｆ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表される第三級アミンオキサイド型半極性界面活性剤、
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　ただし、一般式（Ａ）～（Ｆ）中、Ｒ 1  は平均炭素原子数９ないし１７のアルキル基又
はアルケニル基、Ｒ 2は平均炭素原子数１０ないし１８のアルキル基又  はアルケニル基を
表す。ｘは２ないし４の整数であり、ｙは０ないし３の整数であり、ｚは１または２の整
数である。
【請求項２】
　粘土鉱物を０．０１～５重量％含有することを特徴とする請求項１記載の複合体

。
【請求項３】
　両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、高級脂肪酸とを混合することにより得
られた複合体を含み、
　高級脂肪酸が、２－パルミトレイン酸、ペトロセリン酸、オレイン酸、エライジン酸、
リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リノレン酸、アラキドン酸、イソステア
リン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸のうちの任意の一種又は二種以上が選ばれて用い
られ、
　　両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤が、下記の一般式で表わされるもののう
ちから任意の一種又は二種以上が選ばれて用いられることを特徴とする 組成物。
　一般式（Ａ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるアミドベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｂ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
表されるアミドスルフォベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｃ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｄ）、
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で表されるスルフォベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｅ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるイミダゾリニウム型両性界面活性剤、
　一般式（Ｆ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表される第三級アミンオキサイド型半極性界面活性剤、
　ただし、一般式（Ａ）～（Ｆ）中、Ｒ 1  は平均炭素原子数９ないし１７のアルキル基又
はアルケニル基、Ｒ 2は平均炭素原子数１０ないし１８のアルキル基又  はアルケニル基を
表す。ｘは２ないし４の整数であり、ｙは０ないし３の整数であり、ｚは１または２の整
数である。
【請求項４】
　粘土鉱物を０．０１～５重量％含有することを特徴とする請求項３記載の 組成物
。
【請求項５】
　前記両性界面活性剤の含有量は、４．０重量％以下であることを特徴とする請求項３又
は４記載の 組成物。
【請求項６】
　請求項３乃至５のいずれか１項記載の 組成物を含有することを特徴とする乳化組
成物。
【請求項７】
　両性界面活性剤と高級脂肪酸との重量比が０．５：９．５～９．５：０．５である請求
項５記載の乳化 組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、複合体及び 組成物並びに乳化組成物に係り、より
詳細には、両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤（以下両性界面活性剤等という）

10

20

30

40

50

(4) JP 3649341 B2 2005.5.18

乳化剤

乳化剤

乳化剤

剤

複合体の組成物及び乳化剤



と高級脂肪酸とからなる複合体、及び、
組成物並びに容易に調製でき、乳化型をＯ／Ｗ型からＷ／Ｏ型へと自由に選択でき、皮

膚刺激性の少ない乳化組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に乳化物を調製する際、乳化剤として非イオン性界面活性剤やイオン性界面活性剤が
使用されている。
【０００３】
ところが、乳化される油分は様々な極性を示すことから、安定な乳化物を得るために、ま
ずその油分の極性の度合いわゆる所要ＨＬＢを求め、それにあわせて上記の界面活性剤を
選択し使用することが行なわれている。
【０００４】
乳化剤としては多くの場合、ＨＬＢの高い親水性乳化剤とＨＬＢの低い親油性乳化剤が組
み合わされて使用されている。
【０００５】
ＨＬＢの高い親水性乳化剤としては、例えば、脂肪酸石けん、アルキル硫酸エステル塩等
の陰イオン性界面活性剤、ジステアリルジメチルアンモニウムクロライド、ステアリルト
リメチルアンモニウムクロライド等の陽イオン界面活性剤、ポリオキシエチレン鎖長を有
しその鎖長の長いポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレン脂肪酸エス
テル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル等の非イオン界面活性剤等がある。
【０００６】
ＨＬＢの低い親油性乳化剤としては、例えば、ポリオキシエチレン鎖長の短い非イオン界
面活性剤や、ソルビタン脂肪酸エステル、グリセリン脂肪酸エステル等の非イオン界面活
性剤等がある。
【０００７】
乳化しようとする油分の所要ＨＬＢは、既にＨＬＢのわかっている非イオン界面活性剤を
用いて求めるわけであるが、従来は、高ＨＬＢの界面活性剤と低ＨＬＢの界面活性剤の量
比を変化させるなど、非常に繁雑な手段を要していた。そして、得られた所要ＨＬＢに基
づき乳化剤を選択することにより乳化物を調製しているが、実際には安定な乳化物が得ら
れることは少なく、試行錯誤的に実験を繰返さなければならないという問題点があった。
【０００８】
このような問題に対して、オレイン酸のアルカノールアミドと陰イオン界面活性剤を含有
した乳化剤は、比較的広い所要ＨＬＢに対して乳化力を発揮できる事が開示されている（
特開昭  61-114724号公報）。しかしながら、この界面活性剤を使用した乳化組成物は、皮
膚に対する刺激が高いという問題を有している。
【０００９】
これに対して両性界面活性剤は、皮膚に対する刺激が低いことが知られており、両性界面
活性剤を主成分とした低刺激性の洗浄剤組成物、眼に対し刺激の低いシャンプー組成物等
数多くの乳化組成物が開示されている（特開昭 57-90099号公報、米国特許第 3950417 号公
報 )。
【００１０】
ところが、これらの公報に開示されている両性界面活性剤は、広範囲の所要ＨＬＢをもつ
油分に対しては優れた乳化力を発揮することができず、しかも、乳化型のコントロールは
困難であり、また、安定な乳化物を形成することができない。
【００１１】
結局、広範囲の所要ＨＬＢをもつ油分に対しても優れた乳化力を発揮し、乳化型を容易に
コントロールでき、しかも、安定かつ皮膚に対する刺激の低い乳化物を形成することがで
きる乳化剤は未だ得られていないのが現状である。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】
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本発明は、広範囲の所要ＨＬＢをもつ油分に対しても優れた乳化力を発揮し、乳化型を容
易にコントロールでき、しかも、安定かつ皮膚に対する刺激の低い乳化物を形成すること
ができる乳化剤としても使用し得る新規な複合体を提供することを目的とする。
【００１３】
本発明は、広範囲の所要ＨＬＢをもつ油分を有していても容易に製造が可能であり、安定
性に優れ、しかも、皮膚に対する刺激の低い乳化組成物を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するための本発明は、両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、
高級脂肪酸とが該高級脂肪酸のカルボキシル基部分において結合する複合体であり、
　高級脂肪酸が、２－パルミトレイン酸、ペトロセリン酸、オレイン酸、エライジン酸、
リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リノレン酸、アラキドン酸、イソステア
リン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸のうちの任意の一種又は二種以上が選ばれて用い
られ、
　　両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤が、下記の一般式で表わされるもののう
ちから任意の一種又は二種以上が選ばれて用いられることを特徴とする新規複合体である
。
　本発明は、両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤と、高級脂肪酸とを混合するこ
とにより得られた複合体を含み、
　高級脂肪酸が、２－パルミトレイン酸、ペトロセリン酸、オレイン酸、エライジン酸、
リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リノレン酸、アラキドン酸、イソステア
リン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸のうちの任意の一種又は二種以上が選ばれて用い
られ、
　　両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤が、下記の一般式で表わされるもののう
ちから任意の一種又は二種以上が選ばれて用いられることを特徴とする 組成物。
　一般式（Ａ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるアミドベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｂ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
表されるアミドスルフォベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｃ）、
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で表されるベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｄ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるスルフォベタイン型両性界面活性剤、
　一般式（Ｅ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるイミダゾリニウム型両性界面活性剤、
　一般式（Ｆ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表される第三級アミンオキサイド型半極性界面活性剤、
　ただし、一般式（Ａ）～（Ｆ）中、Ｒ 1 は平均炭素原子数９ないし１７のアルキル基又
はアルケニル基、Ｒ 2は平均炭素原子数１０ないし１８のアルキル基又  はアルケニル基を
表す。ｘは２ないし４の整数であり、ｙは０ないし３の整数であり、ｚは１または２の整
数である。
【００１５】
また本発明は、上記新規複合体を含有することを特徴とする乳化組成物である。
【００１６】
両性界面活性剤及び／又は半極性界面活性剤（両性界面活性剤等）は以下の通りである。
【００１７】
一般式（Ａ）
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で表されるアミドベタイン型両性界面活性剤［市販品としてレボン２０００（三洋化成製
）、アノンＢＤＦ（日本油脂製）等が該当］、
一般式（Ｂ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるアミドスルフォベタイン型両性界面活性剤［市販品としてロンザイン－ＣＳ（
ロンザ製）ミラタインＣＢＳ（ミラノール製）等が該当］、
一般式（Ｃ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるベタイン型両性界面活性剤［市販品としてアノンＢＬ（日本油脂製）、デハイ
ントンＡＢ－３０（ヘンケル製）等が該当］、
一般式（Ｄ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表されるスルフォベタイン型両性界面活性剤［市販品としてロンザイン１２ＣＳ（ロン
ザ製）等が該当］、
一般式（Ｅ）、
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で表されるイミダゾリニウム型両性界面活性剤［市販品としてオバゾリン６６２－Ｎ（東
邦化学製）、アノンＧＬＭ（日本油脂製）等が該当］
等である。
【００１８】
また、半極性界面活性剤としては、
一般式（Ｆ）、
　
　
　
　
　
　
　
　
で表される第三級アミンオキサイド型半極性界面活性剤［市販品としてユニセーフＡ－Ｌ
Ｍ（日本油脂製）、ワンダミンＯＸ－１００（新日本理化製）等が該当］。
【００１９】
ただし、一般式（Ａ）～（Ｆ）中、Ｒ 1  は、平均炭素原子数９ないし２１のアルキル基又
はアルケニル基が好ましく、平均炭素原子数１１ないし１７のアルキル基又はアルケニル
基がより好ましく、平均炭素原子数１１ないし１３のアルキル基又はアルケニル基が最も
好ましい。平均炭素原子数が９未満では、親水性が強すぎ、複合体を形成しにくく、一方
２１を超えると水への溶解性が悪くなり複合体を形成しにくい。
【００２０】
Ｒ 2  は平均炭素原子数１０ないし１８のアルキル基又はアルケニル基を表す。ｘは２ない
し４の整数であり、ｙは０ないし３の整数であり、ｚは１または２の整数である。
【００２１】
本発明においては、これらの両性界面活性剤等のうちの任意の一種又は二種以上が選ばれ
て用いることができる。
【００２２】
（高級脂肪酸）
本発明で用いられる高級脂肪酸は －パルミトレイン酸、ペトロセリン酸、オレイン酸
、エライジン酸、リシノール酸、リノール酸、リノエライジン酸、リノレン酸、アラキド
ン酸、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸である。これらの内、安定性及
び皮膚刺激性の観点から、炭素数１８の飽和脂肪酸が好ましく、中でも分岐を有するもの
が好ましく、さらに好ましくはメチル分岐を有する炭素数１８の飽和脂肪酸がよい。市販
品としては、例えば、イソステアリン酸（エメリ－＃８７１、＃８７５（エメリ－社製）
）などが挙げられる。
【００２３】
本発明においては、以上の高級脂肪酸のうちの任意の一種又は二種以上が選ばれて用いら
れる。
【００２４】
（粘土鉱物）
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本発明の粘土鉱物としては、例えばモンモリロナイト、ザコウナイト、ノントロナイト、
サポナイト、ヘクトライト、バーミキュライト、ビーガム、ベントナイト、シリケイト、
フルオロシリケイト、マグネシウム、アルミニウム、合成ヘクトライト（ラポナイト）等
の天然及び合成水膨潤性の粘土鉱物等が挙げられる。さらにこれらの粘土鉱物を第４級ア
ンモニウム型カチオン界面活性剤で処理した、例えばベントン－２７（塩化ステアリルジ
メチルベンヂルアンモニウムヘクトライト）やベントン－３８（塩化ジステアリルジメチ
ルアンモニウムヘクトライト）等の有機変性粘土鉱物も使用できる。
【００２５】
粘土鉱物の好ましい配合量は、新規複合体全量中０．０１～５重量％である。この範囲内
で、複合体及びこれを乳化剤として用いた乳化組成物の安定性はより一層向上する。
【００２６】
　（複合体 及びその製造方法例）
　発明者は、両性界面活性剤等の水溶液と高級脂肪酸を混合させた場合、水にも油にも不
溶な複合物が生成することを見出した。こ 合体は、両性界面活性剤等とも、また、高
級脂肪酸とも化学組成が全く異なり、また、両者の混合物でもない。この複合体は、複合
体の融点は１００℃以上であり、高級脂肪酸のカルボキシル基部分で両性界面活性剤等と
結合している。
【００２７】
この複合体は、例えば次のようにして製造することができる。
【００２８】
すなわち、両性界面活性剤等と水を混合し、両性界面活性剤等の水溶液を用意する。この
両性界面活性剤等の水溶液に高級脂肪酸を添加する。なお、添加に際しては、必要に応じ
例えばスタラーで撹拌しながら行うことが好ましい。両性界面活性剤等の水溶液に高級脂
肪酸を添加すると、両性界面活性剤等は高級脂肪酸に吸着し、高級脂肪酸のカルボキシル
基部分において結合する。両性界面活性剤の高級脂肪酸への吸着は、時間の経過とともに
増加し、一定時間経過後は飽和する。
【００２９】
添加後に得られた溶液に遠心分離処理を行えば、本発明に係る新規複合体は固体となって
浮遊するので容易にとりだすことができる。
【００３０】
　更に、本発明の複合体は製造に粘土鉱物を共存させることにより、乳化安定性はより優
れたものになる。粘土鉱物は、乳化型に応じ予め水相に分散させておいてもよいし、また
油相に分散させておいてもよい。上記した例では、両性界面活性剤の水溶液に、粘土鉱物
を分散させた高級脂肪酸を添加することにより、一層安定 合体 が得られる。
【００３１】
　（複合体 の用途例）
　本発明に係る複合体 は、例えば乳化剤としての用途を有している。
【００３２】
油分が存在した場合この複合体は水と油の界面に配向し、乳化粒子界面の強固な界面膜と
して働くために、粒子の合一を防ぎ油分の所要ＨＬＢの変動に左右されない幅広い乳化力
を持った乳化剤が得られるものである。さらに両性界面活性剤等と高級脂肪酸は混合比率
によりそのＨＬＢを調製することができるため容易にその乳化型を選択することができる
。
【００３３】
　（乳化組成物の調製）
　乳化組成物の調製は、油分を含む液に、上述した を、必要に
応じ撹拌あるいは加熱しながら添加することによって行うことができる。
【００３４】
安定した乳化系を作るには、通常の方法で２～３時間かかるところ、本発明の複合体を用
いると１時間程度ですみ、しかもプロペラ攪拌で完全に乳化することができる等製造プロ
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セスが簡略化、短縮化される。
【００３５】
一方、調製の容易性の点からは次の方法によって行うこともできる。
【００３６】
油分に高級脂肪酸を添加し、そのものが常温で液状であれば常温で、固体状態であれば加
熱溶解させた状態でディスパーを用いて攪拌し、攪拌をつづけながら両性界面活性剤等の
水溶液をすこしづつ加えて乳化剤組成物を調製してもよい。脂肪酸が油分に溶解しにくい
場合には、イソパラフィン等の溶媒を加えると乳化効率がさらに良くなる。
【００３７】
　なお、乳化剤以外の添加剤成分は上記乳化 組成物の調製後すみやかに加えて軽く攪拌
すればよい。
【００３８】
（混合比、配合量）
本発明において高級脂肪酸と両性界面活性剤等との配合比率は前者の後者に対する重量比
が、好ましくは０．５：９．５～９．５：０．５｛（高級脂肪酸）／（両性界面活性剤等
）＝０．０５～１９｝、より好ましくは１：９～９：１｛（高級脂肪酸）／（両性界面活
性剤等）＝０．１～９｝となるようにするのがよい。この混合比率は目的とする乳化型に
よって適宜設定できるものである。０．５：９．５～９．５：０．５とすると、乳化物の
安定性が一層向上し、１：９～９：１とすると乳化物の安定性がより一層向上する。
【００３９】
さらに、界面活性剤と高級脂肪酸との合計量が０．１～３０重量％とすることが好ましく
、０．５～２０重量％とすることがより好ましい。０．１重量％とすることにより乳化物
の安定性が一層向上し、０．５重量％とすることにより乳化物の安定性はより一層向上す
る。ただ、３０重量％以上含有せしめてもその効果は飽和するため、経済的観点からその
上限は３０重量％とすることが好ましい。
【００４０】
この方法にて得られた乳化組成物の乳化型は油分の種類や油と水の比率等によって異なる
が、おおまかに高級脂肪酸／界面活性剤の重量比が１～２付近で乳化型がわかれ、１～２
以下でＯ／Ｗ型それ以上でＷ／Ｏ型になる。又転相乳化法等の調製法を工夫すれば安定な
Ｗ／Ｏ／Ｗ、Ｏ／Ｗ／Ｏ型等の多相型乳化物も得ることができる。
【００４１】
（選択的含有物）
本発明の乳化剤組成物とともに必要により本発明の効果を損なわない範囲で、他の界面活
性剤、粘度調製剤、薬効剤、湿潤剤、防腐剤、ｐＨ調製剤、紫外線吸収剤等を併用するこ
ともできる。
【００４２】
界面活性剤としては、例えば、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレ
ン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン
硬化ヒマシ油、アルキル硫酸エステル、ポリオキシエチレンアルキル硫酸エステル、アル
キルリン酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルリン酸エステル、脂肪酸アルカリ金属
塩等が挙げられる。
【００４３】
粘度調製剤としては、例えば、ポリビニルアルコール、カルボキシビニルポリマー、カル
ボキシメチルセルロース、ポリビニルピロリドン、ヒドロキシエチルセルロース、メチル
セルロース等の高分子化合物；ゼラチン、タラカントガム等の天然ガム等；エタノール、
イソプロパノール等のアルコール類が挙げられる。
薬効剤としては、例えば、殺菌剤、消炎剤、ビタミン類等が挙げられる。
【００４４】
湿潤剤としては、例えば、グリセリン、プロピレングリコール、１，３－ブチレングリコ
ール、ソルビトール、乳酸、乳酸ナトリウム、ピロリドンカルボン酸ナトリウム等が挙げ
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られる。
【００４５】
防腐剤としては、例えば、パラオキシ安息香酸エステル、安息香酸、安息香酸ナトリウム
、ソルビン酸、ソルビン酸カリウム、フェノキシエタノール等が挙げられる。
【００４６】
　（乳化油分）
　本発明の乳化剤 を使用して乳化できる油分は極性油から非極性油まで幅広く、例
えば、流動パラフィン、分岐鎖状軽パラフィン、パラフィンワックス、セレシン、スクワ
ラン等の炭化水素；蜜ロウ、鯨コウ、カルナバロウ等のワックス類；オリーブ油、椿油、
ホホバ油、ラノリン等の天然動植物油脂；イソプロピルミリステート、セチルイソオクタ
ノエート、グリセリルトリオクタノエート等のエステル油；デカメチルペンタシロキサン
、ジメチルポリシロキサン、メチルフェニルポリシロキサン等のシリコーン油；セチルア
ルコール、ステアリルアルコール、オレイルアルコール等の高級アルコール等が挙げられ
、これらのものを単独または二種以上の混合物として含有しているものでもよい。なお、
上記の油分の内、高粘度シリコーンは、例えばヘアームースやヘアークリームに配合した
場合，Ｏ／Ｗ型でありながら、Ｗ／Ｏ型に近い使用感を持ったものにすることが可能とな
る。
【００４７】
（乳化組成物の用途）
本発明に係る乳化組成物は、化粧品としては、例えば、コールドクリーム、クレンジング
クリーム等のスキンケアー製品、ヘアクリーム、ヘアシャンプー、ヘアムース、ヘアリン
ス等のヘアーケアー製品、ファンデーション（白粉、パウダー）、口紅、アイメーキャッ
プ（マスカラ等）のメーキャップ製品、ボディー製品、美爪料等に適用できる。この他、
医薬、農薬をはじめ、離型剤、撥水剤、防水剤、エマルション燃料、乳化重合等幅広い分
野において有効に使用することができる。
【００４８】
【実施例】
次に実施例によって本発明を更に詳細に説明する。
【００４９】
なお、当然のことではあるが、本発明はこれにより限定されるものではない。
【００５０】
（実施例１）
両性界面活性剤としてオバゾリン６６２－Ｎ（１０ｍＭ）、高級脂肪酸としてオレイン酸
（１７．７４ｍＭ）を用いた。
【００５１】
前者に後者を添加しスタラーで撹拌した後、遠心分離処理し、その下ずみに残留している
オバゾリン６６２－Ｎ量をＨＰＬＣ（高速液体クロマトグラフィー）を用い定量し、経時
でのオバゾリン６６２－Ｎのオレイン酸への吸着の有無を確認した。
【００５２】
結果を第１図に示す。
【００５３】
第１図より、オバゾリン６６２－Ｎは経時で減少しオレイン酸と吸着して複合体を形成し
ていることがわかる。
【００５４】
さらに、この系についてのＩＲ（赤外線吸収スペクトル）を測定した結果を第２図に示す
。第２図から、複合体のシグナルパターンは両単独のそれを重ねたものとは異なったもの
となっている。そしてオレイン酸の－ＯＨに関する９４０ｃｍ - 1付近のシグナルが混合す
ることにより消滅していることからオレイン酸のカルボキシル基部分でオバゾリン６６２
－Ｎと結合していることがわかる。
【００５５】
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以上より、両性界面活性剤と高級脂肪酸から成る複合体は両成分とは全く異なる物質とな
っていることがわかる。
【００５６】
この複合体の融点を調べたところ１００℃以上であることがわかった。
【００５７】
（実施例２～１ 0、比較例１～３）
以下の手順により表１に示す組成を有する乳化組成物の調製を行った。
【００５８】
精製水に溶解させたアニオン、両性、非イオン界面活性剤水溶液をホモジナイザーで撹拌
し、そこに脂肪酸を溶解させた油を添加し乳化物を調製した。
【００５９】
なお、実施例４，５については、転相乳化法により乳化型の調製を行った。すなわち、脂
肪酸を溶解させた油をホモジナイザーで撹拌し、そこに両性界面活性剤の水溶液を添加し
、乳化物を調製した。
【００６０】
以上のようにして調製した乳化組成物につき、その安定性、乳化型、皮膚刺激性の評価を
以下の通り行った。
【００６１】
〈乳化組成物の安定性〉
得られた乳化組成物を常温で１カ月間放置した後、乳化粒子の大きさを検鏡により調製直
後と比較することによって下記判定基準に従い評価した。
【００６２】
○…粒子の合一が全く生じなかったもの
△…粒子の合一が僅かに生じたもの
×…粒子の合一が著しく外観も乳化組成物が
二層となっているもの
【００６３】
〈乳化剤組成物の乳化型〉
伝導度法及び検鏡により、乳化型を判定した。
【００６４】
〈皮膚刺激性〉
皮膚刺激性は以下に詳説する蛋白質変性率測定法により評価した。
【００６５】
水系高速液体クロマトグラフィを利用し、卵白アルブミンｐＨ７緩衝溶液で、乳化組成物
に使用された界面活性剤溶液の濃度が１０ｍＭになるように調製し、卵白アルブミン変性
率を２２０ｎｍの吸収ピークを用いて測定した。
【００６６】
変性率（％）
＝（Ｈ O  －Ｈ S  ）×１００／Ｈ O

Ｈ O  ：卵白アルブミンの２２０ｎｍ吸収ピークの高さ
Ｈ S  ：卵白アルブミン緩衝溶液に試料を加えた時の２２０ｎｍ吸収ピークの高さ○…卵白
アルブミン変性率３０％未満
△…卵白アルブミン変性率３０％以上６０％未満
×…卵白アルブミン変性率６０％以上
以上の評価結果を表－１に示す。
【００６７】
表１から明らかなように、本発明の実施例に係る乳化組成物は、蛋白質変性率が低く（皮
膚刺激が低く）、油分の広い所要ＨＬＢに対応できる安定性に優れるものであった。
【００６８】
ＨＬＢの低い非極性油である流動パラフィンから、ＨＬＢの比較的高い極性油である２オ
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クチルドデカノールまで、さらに一般に乳化しにくいとされているシリコ－ン油までも容
易に乳化することができるのである。
【００６９】
特に実施例２～ 8は、両性界面活性剤等と高級脂肪酸との重量比が、０．５：９．５～９
．５：０．５の範囲内にあり、実施例９、１０よりも安定性が一層優れていた。
【００７０】
【表１】
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【００７１】
（実施例１１）
次の配合組成よりなるヘアクリームを調製し、実施例２～１０と同様の方法にて評価した
。
【００７２】
なお、ヘアクリームの調製は次の手順により行った。
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【００７３】
ラウリルジメチルアミンオキサイド、グリセリン、メチルパラベンを精製水で溶解した水
相にホモジナイザーを用いて撹拌をつづけながら、流動パラフィン、オレイン酸、セチル
－２－エチルヘキサノエート、香料の混合油相を添加し、ヘアクリームを得た。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
このヘアクリームは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【００７４】
（実施例１２）
次の配合組成よりなるコールドクリームを調製し、実施例２～１０と同様の方法にて評価
した。
【００７５】
なお、コールドクリームの調製は、油相に水相を加えることによって行った。
【００７６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００７７】
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このコールドクリームは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【００７８】
（実施例１３）
次の配合組成よりなるヘアムースを調製した。なお、ヘアムースの調製は次の手順により
行った。
【００７９】
２－ウンデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－２－イミダゾリ
ンナトリウムを一部の精製水で溶解した水相に、ホモジナイザーを用いて撹拌をつづけな
がら、オレイン酸、ポリジメチルシロキサン、イソパラフィンの混合油分を添加し、Ｏ／
Ｗ型の乳化組成物を得た後、それをプロピレングリコール、カチオン高分子、香料、エタ
ノール、残余の精製水の水溶液に添加混合し、それを缶にはかりとった後、ｎ－ブタンを
充填した。
【００８０】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８１】
本実施例に係るムースは、従来のムースに比べ、安定性に優れるとともに、必要とする界
面活性剤の量が従来の半分程度と少なく、重量感のない使用性に優れたものであった。ま
た、従来のムースよりもツヤのあるものであった。なお、ツヤは、官能により評価した。
【００８２】
また、皮膚刺激性も優れていた。
【００８３】
（実施例１４）
実施例１３と同様の方法によりヘアムースを得た。
【００８４】

10

20

30

40

(17) JP 3649341 B2 2005.5.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００８５】
このヘアムースは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【００８６】
（実施例１５）
次の配合組成よりなるヘアスプレーを調製した。
【００８７】
なお、ヘアスプレーの調製は次の手順により行った。
【００８８】
流動パラフィン、オレイン酸を溶解した油相に、ホモジナイザーを用いて撹拌をつづけな
がら、２－ウンデシル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－（ヒドロキシエチルカルボキシメチル）－２－イミ
ダゾリンナトリウムを一部の精製水で溶解した水相を添加し、Ｗ／Ｏ型の乳化組成物を得
、それを缶に充填し、その上から、エタノール、香料、アニオン性高分子、精製水の混液
を添加、撹拌後、バルブを装着後、ジメチルエーテルを充填し、ヘアスプレーを得た。
【００８９】
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【００９０】
このヘアスプレーは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【００９１】
（実施例１６）
一部の精製水、ステアリルトリメチルアンモニウムクロライド、セタノールを約７５℃で
撹拌溶解した系に、実施例１１と同様の方法で得られたＯ／Ｗ型の乳化組成物を添加し、
ヘアリンスを得た。
【００９２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００９３】
このヘアリンスは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【００９４】
（実施例１７）
下記の配合組成のＷ／Ｏ型乳化エナメルを次に示す手順で調製し、実施例２～１０と同様
の方法で評価した。
【００９５】
クエン酸アセチルトリエチル、酢酸ｎ－ブチル、トルエン、イソステアリン酸（エメリ－
＃８７１（エメリ－社製）の脱臭品）の混合物を作り、これを撹拌した後、この混合物中
にニトロセルロースＲＳ１／４、アクリル樹脂、シュークロースベンゾエート、カンファ
ーを加え、撹拌して溶解させた。続いて顔料、有機変性ベントナイトを加え、撹拌して分
散させた。続いてエタノール中に溶かしたエチルヒドロキシエチルセルロース、オバゾリ
ン６６２－Ｎ、プロピレングリコールを含む精製水とを均一に混合してからその混合物を
前記の分散液中に加え、撹拌して乳化させ、赤色美爪料を得た。
【００９６】
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【００９７】
＊１　セルロース中の３個のＯＨ基の多くがエトキシル基またはエチルヒドロキシル基で
置換されている混合セルロースエーテルであって、トルエン／９５％エタノール（８：２
）中での５％粘度は２０～３０ｃｐｓ（２５℃）のもの。（ＥＨＥＣ－ＬＯＷ：ハーキュ
レス社）
【００９８】
＊２　イソプロピルアルコール湿潤度３０％のもので硝化綿ＲＳ１／４（ダイセル社製）
【００９９】
＊３　プチルアクリレートメチルメタクリレートとの７０：３０の共重合体で分子量約２
０００（オリゲンＢＭ－３：松本製薬工業社製）
【０１００】
＊４　ディーブマルーン／二酸化チタン（４／１）
【０１０１】
＊５　塩化ジステアリルアンモニウムヘクトライト
【０１０２】
このＷ／Ｏ型乳化エナメルは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１０３】
（実施例１８）
下記の配合組成のＯ／Ｗ型クリーム状ファンデーションを次に示す手順で調製し、実施例
２～１０と同様の方法で評価した。
【０１０４】
オバゾリン６６２－Ｎ、水、ダイナマイトグリセリン  、Ｐ－メチル安息香酸からなる水
相にカオリン、タルク、二酸化チタン、赤色酸化鉄、黄色酸化鉄、黒色酸化鉄からなる粉
末相を加え、さらにプロピレングリコール、香料、イソステアリン酸ＰＫからなる油相を
撹拌乳化し、Ｏ／Ｗ型クリーム状ファンデーションを得た。
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【０１０５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１０６】
このＯ／Ｗ型クリーム状ファンデーションは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１０７】
（実施例１９）
下記の配合組成のＯ／Ｗ型クリーム状ファンデーションを次に示す手順で調製し、実施例
２～１０と同様の方法で評価した。
【０１０８】
オバゾリン６６２－Ｎ、水、ダイナマイトグリセリン、Ｐ－メチル安息香酸、１，３－ブ
チレングリコールからなる水相にタルク、二酸化チタン、赤色酸化鉄、黄色酸化鉄、黒色
酸化鉄からなる粉末相を加え、さらに香料、環状ポリシロキサン、イソステアリン酸（エ
メリ－＃８７１（エメリー社製））からなる油相を撹拌乳化し、Ｏ／Ｗ型クリーム状ファ
ンデーションを得た。
【０１０９】
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【０１１０】
このＯ／Ｗ型クリーム状ファンデーションは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１１１】
（実施例２０）
下記の配合組成のＷ／Ｏ型クリーム状ファンデーションを次に示す手順で調製し、実施例
２～１０と同様の方法で評価した。
【０１１２】
香料、環状ポリシロキサン、イソステアリン酸（エメリ－＃８７１（エメリー社製））か
らなる油相に、タルク、二酸化チタン、赤色酸化鉄、黄色酸化鉄、黒色酸化鉄からなる粉
末相を加えたオバゾリン６６２－Ｎ、水、ダイナマイトグリセリン、Ｐ－メチル安息香酸
、１，３－ブチレングリコールからなる水相を撹拌乳化し、Ｗ／Ｏ型クリーム状ファンデ
ーションを得た。
【０１１３】
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【０１１４】
このＷ／Ｏ型クリーム状ファンデーションは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１１５】
（実施例２１）
下記の配合組成の高内水相Ｗ／Ｏ型クリームを次に示す手順で調製し、実施例２～１０と
同様の方法で評価した。
【０１１６】
イソパラフィン、ジメチルボリシロキサン、流動パラフィン、セチルイソオクタノエート
、メチルフェニルポリシロキサン、エチルパラベン、イソステアリン酸（エメリ－＃８７
１（エメリー社製））からなる油相に、オバゾリン６６２－Ｎ、ダイナマイトグリセリン
、１，３－ブチレングリコール、精製水からなる水相を撹拌しながら乳化し、高内水相Ｗ
／Ｏ型クリームを得た。
【０１１７】
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【０１１８】
この高内水相Ｗ／Ｏ型クリームは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１１９】
（実施例２２）
下記の配合組成のＷ／Ｏ型ヘアークリームを次に示す手順で調製し、実施例２～１０と同
様の方法で評価した。
【０１２０】
イソパラフィン、ジメチルポリシロキサン２０ｃｓ、ジメチルポリシロキサン（重合度１
０００）、ビタミンＥアセテート、イソステアリン酸（エメリ－＃８７１（エメリー社製
））からなる油相にオバゾリン６６２－Ｎ、ジステアリルジメチルアンモニウムクロライ
ド、香料、精製水、ポリエチレングリコール６０００、グリセリン、メチルパラベン、ケ
ラチン加水分解物、レシチン、スメクトンからなる水相を撹拌しながら乳化し、Ｗ／Ｏ型
ヘアークリームを得た。
【０１２１】
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【０１２２】
このＷ／Ｏヘアークリームは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１２３】
（実施例２３）
下記の配合組成のＯ／Ｗ型ヘアームースを次に示す手順で調製し、実施例２～１０と同様
の方法で評価した。
【０１２４】
オバゾリン６６２－Ｎ、コラ－ゲン加水分解物、レシチンを一部の精製水で溶解した水相
に、撹拌を続けながらイソステアリン酸（エメリ－＃８７１（エメリー社製））、ジメチ
ルポリシロキサン、イソパラフィンからなる油相を添加し、Ｏ／Ｗ型ヘアームースを得た
後、それを香料、エタノール、メチルパラベンのはいった精製水の水溶液に添加混合しそ
れを缶にはかりとり、ｎ－ブタンを充填した。
【０１２５】
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【０１２６】
このＯ／Ｗヘアームースは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。また、Ｏ／Ｗであ
りながら、Ｗ／Ｏ型に近い使用感を示し、髪をしっとりと落ちつかせた。
【０１２７】
（実施例２４）
下記の配合組成のＷ／Ｏ型クリーム状マスカラを次に示す手順で調製し、実施例２～１０
と同様の方法で評価した。
【０１２８】
イソパラフィン、固型パラフィンワックス、ビースワックス、ポリイソプレン樹脂、イソ
ステアリン酸（エメリ－＃８７５（エメリー社製））、ポリアクリル酸エステルエマルジ
ョンからなる油相部を７０℃に加熱し、撹拌して均一にする。精製水、メチルパラベン、
香料、有機変性ベントナイト、オバゾリン６６２－Ｎからなる水相部を７０℃に加熱し、
油相部に添加し、乳化した後、冷却し、マスカラ容器に充填する。
【０１２９】
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【０１３０】
このＷ／Ｏ型クリーム状マスカラは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１３１】
（実施例２５）
下記の配合組成のＯ／Ｗ型ボディーリンスを次に示す手順で調製し、実施例２～１０と同
様の方法で評価した。
【０１３２】
エタノール、１，３ーブチレングリコール、オバゾリン６６２－Ｎ、ＫＯＨ、メチルパラ
ベン、キサンタンガム、カルボキシビニルポリマー、精製水からなる水相に雲母チタンか
らなる粉末相を加え、さらにメチルポリシロキサン  、ジメチルポリシロキサン -ポリエチ
レングリコール、イソステアリン酸（エメリ－＃８７５（エメリー社製））、ポリオキシ
プロビレン（９モル）ジグリセリルエーテルからなる油相を撹拌乳化し、Ｏ／Ｗ型ボディ
ーリンスを得た。
【０１３３】
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【０１３４】
このＯ／Ｗ型ボディーリンスは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１３５】
（実施例２６）
下記の配合組成のＷ／Ｏ型乳化エナメルを実施例１１に準じて調製し、実施例２～１０と
同様の方法で評価した。
【０１３６】
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【０１３７】
＊１　セルロース中の３個のＯＨ基の多くがエトキシル基またはエチルヒドロキシル基で
置換されている混合セルロースエーテルであって、トルエン／９５％エタノール（８：２
）中での５％粘度は２０～３０ｃｐｓ（２５℃）のもの。（ＥＨＥＣ－ＬＯＷ：ハーキュ
レス社）
【０１３８】
＊２　イソプロピルアルコール湿潤度３０％のもので硝化綿ＲＳ１／４（ダイセル社製）
【０１３９】
＊３　プチルアクリレートメチルメタクリレートとの７０：３０の共重合体で分子量約２
０００（オリゲンＢＭ－３：松本製薬工業社製）
【０１４０】
＊４　ディーブマルーン／二酸化チタン（４／１）
【０１４１】
＊５　塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウムヘクトライト
【０１４２】
このＷ／Ｏ型乳化エナメルは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１４３】
（実施例２７）
下記の配合組成のＯ／Ｗ型クリーム状ファンデーションを次に示す手順で調製し、実施例
２～１０と同様の方法で評価した。
【０１４４】
ロンザリン－ＣＳ、精製水、ダイナマイトグリセリン、Ｐ－メチル安息香酸からなる水相
にカオリン、タルク、二酸化チタン、赤色酸化鉄、黄色酸化鉄、黒色酸化鉄からなる粉末
相を加えさらにプロピレングリコール、香料、リノレン酸からなる油相を撹拌乳化し、Ｏ
／Ｗ型クリーム状ファンデーションを得た。

10

20

30

40

50

(29) JP 3649341 B2 2005.5.18



【０１４５】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１４６】
このＯ／Ｗクリーム状ファンデーションは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１４７】
（実施例２ ）
下記の配合組成のＯ／Ｗ型ヘアームースを次に示す手順で調製し、実施例２～１０と同様
の方法で評価した。
【０１４８】
デハイントンＡＢ－８０を一部の精製水で溶解した水相に、撹拌を続けながら１２－ヒド
ロキシステアリン酸、ジメチルポリシロキサン、イソパラフィンからなる油相を添加し、
Ｏ／Ｗ型ヘアームースを得た後、それを香料、エタノール、メチルパラベンのはいった精
製水の水溶液に添加混合し、それを缶にはかりとり、ｎ－ブタンを充填した。
【０１４９】
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【０１５０】
このＯ／Ｗ型ヘアームースは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。また、Ｏ／Ｗで
ありながら、Ｗ／Ｏ型に近い使用感を示し、髪をしっとりと落ちつかせた。
【０１５１】
（実施例 ）
実施例１２と同様の方法により、ヘア－トリ－トメントを得た。
【０１５２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１５３】
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このヘア－トリ－トメントはＷ／Ｏ型でありながら、髪になじみ、毛髪につやを与え、ま
たセット力を有し、安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１５４】
＊　塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウムヘクトライト
【０１５５】
（実施例３ ）
下記の配合組成のＷ／Ｏ型クリーム状マスカラを次に示す手順で調製し、実施例２～１０
と同様の方法で評価した。
【０１５６】
イソパラフィン、固型パラフィンワックス、ビースワックス、ポリイソプレン樹脂、イソ
ステアリン酸（エメリ－＃８７５（エメリー社製））、ポリアクリル酸エステルエマルジ
ョンからなる油相部を７０℃に加熱し、撹拌して均一にする。精製水、メチルパラベン、
香料、有機変性ベントナイト、アノンＧＬＭからなる水相部を７０℃に加熱し、油相部に
添加し、乳化した後、冷却し、マスカラ容器に充填する。
【０１５７】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０１５８】
このＷ／Ｏ型クリーム状マスカラは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１５９】
（実施例３ ）
下記の配合組成のＯ／Ｗ型ボディーリンスを次に示す手順で調製し、実施例２～１０と同
様の方法で評価した。
【０１６０】
エタノール、１，３－ブチレングリコール、オバゾリン６６２－Ｎ、ＫＯＨ、メチルパラ
ベン、キサンタンガム、カルボキシビニルポリマー、精製水からなる水相に雲母チタンか
らなる粉末相を加え、さらに、メチルポリシロキサン、ジメチルポリシロキサンポリエチ
レングリコール、イソステアリン酸（エメリ－＃８７５（エメリー社製））、ポリオキシ
プロビレン（９モル）ジグリセリルエーテルからなる油相を撹拌乳化し、Ｏ／Ｗ型ボディ
ーリンスを得た。
【０１６１】
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【０１６２】
このＯ／Ｗ型ボディーリンスは安定性、皮膚刺激性に優れるものであった。
【０１６３】
（実施例３ 及び３ ）
表２に示した組成の乳化組成物を調製し、粘度鉱物の乳化系の安定性に及ぼす影響を調べ
た。結果を併せて表２に示す。
【０１６４】
【表２】
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【０１６５】
表が示すとおり、実施例３ の乳化組成物に対し塩化ジステアリルジメチルアンモニウム
ヘクトライトを加えた実施例３ の乳化組成物は、室温で長期安定性に優れ、さらに過酷
な条件（５０℃）においても乳化系は著しく安定することが分かった。
【０１６６】
【発明の効果】
本発明によれば、広範囲の所要ＨＬＢをもつ油分に対しても優れた乳化力を発揮し、乳化
型を容易にコントロールでき、しかも、安定かつ皮膚に対する刺激の低い乳化物を形成す
ることができる新規な複合体を提供することができる。
【０１６７】
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本発明によれば、広範囲の所要ＨＬＢをもつ油分を有していても容易に製造が可能であり
、安定性に優れ、しかも、皮膚に対する刺激の低い乳化組成物を提供することができる。
【０１６８】
　したがって、本発明の乳化 組成物は、化粧品、医薬、農薬をはじめ、離型剤、撥水剤
、防水剤、エマルション燃料、乳化重合等幅広い分野において有効な乳化剤として使用す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　界面活性剤の高級脂肪酸に対する吸着量の経時的変化を示すグラフである。
【図２】　新規複合体の赤外線吸収スペクトル図である。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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